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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２９年３月２３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 浸水 

発生日時 不明（平成２８年１２月１８日 ０１時１０分ごろ～０１時１５分ご

ろの間） 

発生場所 沖縄県糸
いと

満
まん

市喜屋武
き ゃ ん

埼東方沖 

喜屋武埼灯台から真方位０８９°７４.８海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯２６°０６.０′ 東経１２９°０３.０′） 

事故の概要  漁船福
ふく

丸は、東進中、船内に浸水した。 

 福丸は、主機等に濡損を生じ、行方不明となった。 

事故調査の経過 平成２８年１２月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（那

覇事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 福丸、７.８７トン 

ＫＧ２－１７３０（漁船登録番号）、個人所有 

１１.９７ｍ（Lr）×２.７０ｍ×１.０６ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１７６.５２kＷ、昭和５３年９月１４日 

第２９６－２０１８１号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６５歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成１０年１０月７日 

免許証交付日 平成２７年１０月２０日 

        （平成３２年１２月１６日まで有効） 

甲板員 男性 ３７歳 

一級小型船舶操縦士 

免許登録日 平成１７年８月１１日 

免許証交付日 平成２７年１０月２０日 

        （平成３２年１２月１６日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機等に濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ５、視界 良好 

海象：うねり 波高約３ｍ 

 事故の経過 本船は、船長及び甲板員が乗り組み、平成２８年１２月１７日０８

時３０分ごろ沖縄県北大東村北大東島北方沖の漁場に向けて糸満市糸
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満漁港を出発し、喜屋武埼南方沖を約５ノットの対地速力で自動操舵

により東進した。 

本船は、喜屋武埼東方沖において、船長が操舵室前方の船室で仮眠

し、甲板員が単独で船橋当直につき、風速７～８m/sの北東～東風が

吹き、波を左舷前方から受けながら東進中、１８日０１時１０～１５

分ごろ、左舷前方から甲板上に波が打ち込んで海水が滞留し、船体が

左舷側に４０°程度傾いた。 

甲板員は、主機のクラッチを中立にし、操舵室を出て前部甲板に移

動して、左舷側に滞留した海水をバケツで排水する作業を行ったが、

波を受けると左舷のブルワークを越えて海水が流入する状態を見て、

波にさらわれると思い、排水作業をやめた。 

船長は、船体の衝撃で目覚めて、前部甲板に移動し、機関室船首側

上面の天井蓋を開けたところ、主機の機関台のところまで浸水してい

る海水を認め、操舵室に戻ると操舵室の浸水も認めた。 

船長は、ビルジポンプを使用して機関室から海水を排出するととも

に、無線機で付近の漁船に救助を依頼し、漁業無線局を経由して海上

保安庁に本事故の発生の通報及び救助の要請を行った。 

船長及び甲板員は、救命胴衣を着用し、来援した漁船に救助され、

本船が転覆した状態となったところを認め、巡視船に移乗して沖縄県

金
き

武
ん

中
なか

城
ぐすく

港中城湾新港に運ばれた。 

本船は、船首のみが浮上した状態で漂流を続けていたが、その後行

方不明となった。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 本船は、船体中央付近に機関室があり、機関室の上に船室を、船室

の船尾側に操舵室をそれぞれ配置していた。 

本船は、上甲板上に機関室の側壁があり、左舷側の側壁には上甲板

から高さ約０.５ｍの場所に縦約１０cm、横約３０cmの給排気口が、

及び右舷側の側壁には上甲板から高さ約１ｍの場所に縦約７～８cm、

横約３０cmの給排気口がそれぞれ設けられており、波が給排気口に直

接入らないよう給排気口から上甲板付近まで機関室の側壁にカバーが

取り付けられていた。 

船長は、本事故当時の甲板上に滞留した海水が多量だったので、低

い場所にある左舷側の給排気口から浸水したのではないかと本事故後

に思った。 

本船は、ふだん約２～３日に１回程度の割合でビルジポンプを使用

していたが、機関室の船底に海水がたまることはほとんどなかった。 

本船は、前部甲板下に６個の魚倉が配置され、いずれも蓋で閉塞さ

れており、前部甲板下の中央に大きな魚倉が１個あり、その船首側に

１個及び両舷側に計４個の小さな魚倉があって、船首側の魚倉を空所

に、それ以外の全ての魚倉に氷を積載していた。 
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本船の操舵室船尾側の扉は、本事故当時、開けていた。 

本船は、後部甲板下の船首側に舵機室を、その船尾側に浮きなどが

入った物入れをそれぞれ配置し、舵機室及び物入れの開口部を蓋で閉

塞していた。 

船長は、水を約２００ℓ入れたポリエチレン製の容器を後部甲板の

左舷側に置き、同容器をロープで固縛しており、本事故当時、同容器

が移動していないことを認めた。 

本船は、本事故当時、操舵室後方にある炊事場の右舷側に水を約 

２０ℓ入れた缶を６個置いていた。 

本船は、上甲板のブルワーク下端部に放水口を片舷に４か所ずつ設

けており、本事故当時、左舷側に傾斜し、左舷側の放水口が水面下と

なっていた。 

本船の喫水は、船首約０.３ｍ、船尾約１.３ｍであった。 

本船は、燃料のＡ重油を約２kℓ、氷約３ｔをそれぞれ積載してい

た。 

船長は、１２月１７日に漁業無線で天気予報を確認し、波高の予報

が約２.５ｍであることを知っていた。 

沿岸波浪実況図によれば、沖縄島沖（東シナ海側）における波浪の

状況は、次のとおりであった。 

１７日２１：００ 波向 東、波高 １.７ｍ、周期 ６秒 

風向 東、風速 １９kn 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

本船は、喜屋武埼東方沖を東進中、波が左舷船首から甲板上に打ち

込んだ際、海水が前部甲板上に滞留し、左舷側に傾斜したことから、

機関室左舷側の給排気口から海水が流れ込み、機関室に浸水したもの

と考えられる。 

船長は、給排気口から浸水するおそれについて気付いていなかった

可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、喜屋武埼東方沖を東進中、波が左舷船首

から甲板上に打ち込んだ際、海水が前部甲板上に滞留し、左舷側に傾

斜したため、機関室左舷側の給排気口から海水が流れ込み、機関室に

浸水したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・荒天が予想される場合、あらかじめ甲板上の排水状況、給排気口

等の開口部への浸水状況を確認すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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